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１【提出理由】 
平成 23 年６月 24 日開催の当社第 135 回定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品

取引法第 24 条の５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第 19 条第２項第９号の２に基づき、  

本臨時報告書を提出するものであります。 

 

２【報告内容】 
（１）当該株主総会が開催された年月日 

   平成 23 年６月 24 日 

 

（２）当該決議事項の内容 

＜会社提案（第１号議案から第３号議案まで）＞ 

 第１号議案 資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分の件 

①  資本準備金及び利益準備金の額の減少に関する事項 

 ・減少する準備金の項目及びその額 

資本準備金      10,000,000,000円 

利益準備金       5,372,415,957円 

 ・増加する剰余金の項目及びその額 

その他資本剰余金   10,000,000,000円 

繰越利益剰余金     5,372,415,957円 

 ・効力発生日        平成23年８月10日 

②  剰余金の処分に関する事項 

 ・減少する剰余金の項目及びその額 

別途積立金      11,783,500,000円 

 ・増加する剰余金の項目及びその額 

繰越利益剰余金    11,783,500,000円 

 第２号議案 取締役７名選任の件 

取締役として、海堀周造、奈良 寿、黒須 聡、西島剛志、棚橋康郎、勝俣宣夫及び浦野光人の 7 氏を

選任する。 

 第３号議案 当社株式の大量取得行為に関する対応策(買収防衛策)の継続導入の件 

第 133 回定時株主総会において継続導入した現買収防衛策の有効期間が満了となったため、これを  

一部改訂し継続する。 

 

（３）当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決され

るための要件ならびに当該決議の結果 

＜会社提案（第１号議案から第３号議案まで）＞ 

議案 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 賛成率 決議結果

第１号議案 1,725,494 255,857 2 87.1％ 可決 

第２号議案   

 海 堀 周 造 1,626,477 354,971 2 82.1％ 可決 

 奈 良   寿 1,908,331 73,117 2 96.3％ 可決 

 黒 須   聡 1,908,172 73,276 2 96.3％ 可決 

 西 島 剛 志 1,926,845 54,603 2 97.2％ 可決 

 棚 橋 康 郎 1,767,610 213,838 2 89.2％ 可決 

 勝 俣 宣 夫 1,712,524 268,924 2 86.4％ 可決 

 浦 野 光 人 1,926,674 54,774 2 97.2％ 可決 

第３号議案 1,293,516 687,826 2 65.3％ 可決 

（注）各議案の可決要件は次のとおりです。 

・第１号議案は、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成です。 

・第２号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の三分の一以上を有する株主の出席

および出席した当該株主の議決権の過半数の賛成です。 

・第３号議案は、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成です。 

 

（４）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

本総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたも

のを合計したことにより可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の

株主のうち、賛成、反対および棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。 

以上 


